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命

～
広
島

農
の
現
場
か
ら

ピ
ー

タ

ー
が

多

い
ん

で

す
」
。
広
島
市
北
西
部
で

コ
メ
を
中
心
に
栽
培
す
る
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層
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過
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し
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す
く
、

寒
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の
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も

あ
り
、
水
も
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れ
い
。
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と
リ

農
事
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合
法
人

「よ
し
や

ま
」

（安
佐
南
区
沼
田
町

吉
山
）
の
滋
元
恒
雄
組
合

長
（７４
）
は

胸ヽ
を
張

っ
た
。

地
域
に
は
二
つ
の
営
農

組
合
が
あ

っ
た
が
、
高
齢

化
を
背
景
に
、
２
０
０
５

年
に

「よ
し
や
ま
」
を
設

立
し
た
。
組
合
員
は
８２
人
。

約
３０
診
で
、
コ
メ
の
ほ
か

広
島
菜
や
キ

ャ
ベ
ツ
な
ど

の
野
菜
を
栽
培
す
る
。
二

つ
の
営
農
組
合
時
代
か
ら

コ
メ
の
評
判
は
良
く
、　
一

定
の
フ
ァ
ン
は

つ
い
て
い

た
。フ

ァ
ン
を

つ
な

ぎ

雷

め
、
更
に
増
や
す
の
に
貢

業
に
訪
れ
た
都
市
部
の
人

々
に
、
自
慢
の

コ
メ
で
作

っ
た
お
む
す
び
な
ど
を
提

供
し
て
き
た
。
組
合
員
が

田
畑
を
提
供
し
、
約
半
年

間
、
指
南
役
と
し
て
参
加

者
に
手
ほ
ど
き
す
る
農
業

教
室
も
開
い
た
。
こ
う
し

た
交
流
を
通
じ
、
直
接

コ

元
組
合
長
は

「動
め
に
出

る
前
に
親
の
農
作
業
を
手

伝

っ
て
い
た
た
め
、
農
家

と
し
て
の
下
地
が
あ
る
」

と

メ
リ

ッ
ト
を

解

説

す

る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
限

界
が
来
る
こ
と
は
分
か

っ

て
い
る
。

「こ
れ
か
ら
は

定
年
退
職
し
て
帰

っ
て
き

「
海
外
援
助
米
」
の
田
ん
ぼ
を
前
に
笑
顔
を
見
せ
る
「よ
し
や

ま
」
の
滋
元
恒
雄
組
合
長
（
中
央
）

＝
安
佐
南
区
沼
田
町
で

夏

日

は

照

り

つ
け

る

が
、
山
あ
い
の
田
ん
ぼ
に

自
慢
の
コ
メ

「援
助
米
」作
り
に
も
協
力

献
し
た
の
が
都
市
部
の
住

民
と
の
交
流
だ
。
ま
だ
法

人
で
は
な
か

っ
た
１５
年
前

か
ら
Ｎ
Ｇ
Ｏ
法
人
や
広
島

市
と
連
携
し
、
ア
フ
リ
カ

・
マ
リ
共

和

国
向

け

の

「国
際
援
助
米
」
事
業
に

協
力
。
援
助
米
作
り
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
農
作

メ
を
買
い
求
め
る
客
が
増

え
、
年
間
売
上
高
は
約
３

０
０
０
万
円
と
補
助
金
が

無
く
て
も
利
益
を
確
保
で

き

る
状

態

に

な

っ
て

き

た
。た

だ
、
新
た
な
担
い
手

は
少
な
い
。
地
元
出
身
の

定
年
退
職
者
頼
り
だ
。
滋

て
も
、
農
作
業
を
や

っ
た

こ
と
が
な
い
世
代
に
な

っ

て
く
る
か
ら
ね
」

今
年
か
ら
３０
代
男
性
の

担
い
手
と
、
園
芸
農
家
の

男
性
１
人
の
常
時

雇
用
を

始
め
た
。
若
手
の
定
着
が

今
後
の
課
題
だ
。
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